
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

１２
月
１
日
か
ら
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
版
で
あ
る
「
マ
ル
ち
ゃ
ん
サ
バ
だ

し
ラ
ー
メ
ン
」
（
希
望
小
売
価
格
は
税
別
２
０
０
円
）
が
東
洋
水
産
か
ら

全
国
発
売
さ
れ
て
い
る
。
同
３
日
に
は
Ｆ
Ａ
Ｎ
ア
ワ
ー
ド
受
賞
と
、
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
版
発
売
を
記
念
し
た
報
告
・
発
表
会
が
石
巻
市
河
北
総
合
支

所
で
行
わ
れ
、
試
食
会
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

叶
ゼ
ミ
長
は「
今
後
も
多
様
な
連
携
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
、地
域
産
業

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

経
営
学
部
・
石
原
ゼ
ミ
（
指
導
・
石
原
慎
士
教
授
）

が
開
発
に
携
わ
っ
た
「
石
巻
・
飯
野
川
発
サ
バ
だ
し
ラ

ー
メ
ン
」
の
取
り
組
み
が
、
「
第
６
回
フ
ー
ド
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
（
以
下

Ｆ
Ａ
Ｎ
ア
ワ
ー
ド
。
Ｆ
Ａ
Ｎ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
実
行

委
員
会
主
催
、
農
林
水
産
省
共
催
）
の
「
食
べ
て
応
援

し
よ
う
！
賞
」
を
受
賞
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｎ
ア
ワ
ー
ド
は
国
産

農
産
物
の
消
費
拡
大
に
寄
与

す
る
事
業
者
・
団
体
の
取
り

組
み
を
表
彰
し
、
「
食
べ
て

応
援
し
よ
う
！
賞
」
は
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
の
食
と

農
の
復
興
に
寄
与
し
た
活
動

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。
今
年

は
５
団
体
が
受
賞
し
た
。

石
原
ゼ
ミ
は
、
石
巻
市
飯

野
川
地
区
の
食
文
化
「
サ
バ

だ
し
」
に
着
目
し
、
地
元
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
、
商
品

を
開
発
。
地
元
産
小
麦
粉「
ゆ

き
ち
か
ら
」
を
活
用
す
る
な

ど
、
地
域
性
を
生
か
し
た
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

１１
月
１０
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
「
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
」
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
に

は
石
原
教
授
、
連
携
開
発
企

業
の
島
英
人
・
島
金
商
店
社

長
、
平
塚
隆
一
郎
・
山
徳
平

塚
水
産
社
長
、
商
品
開
発
に

協
力
し
た
鈴
木
英
勝
理
工
学

部
准
教
授
が
出
席
。
石
原
教

授
と
島
社
長
が
登
壇
し
、
賞

状
を
受
け
取
っ
た
。

当
日
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前

広
場
で
展
示
会
も
開
催
さ

れ
、
叶
壽
樹
ゼ
ミ
長
（
経
営

４
・
宮
城
県
明
成
高
）
ら
ゼ

ミ
生
３
人
が
商
品
を
Ｐ
Ｒ
。

関
心
を
持
つ
企
業
に
対
し
、

商
品
の
特
徴
な
ど
を
説
明
し

た
。

２
０
１
５
年
３
月
に
解
禁

さ
れ
る
本
格
的
な
就
職
活
動

を
控
え
、
３
年
次
生
を
対
象

と
し
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

随
時
行
わ
れ
て
い
る
。

１１
月
２０
日
に
は
、
「
先
輩

（
４
年
次
生
内
定
者
）
た
ち

の
就
職
活
動
体
験
談
」
が
開

催
さ
れ
た
。
内
定
を
得
た
４

年
次
生
２０
人
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
３
年
次
生
に
就
職
活
動

の
準
備
や
進
め
方
な
ど
を
伝

え
た
。
参
加
し
た
約
６０
人
の

３
年
次
生
は
積
極
的
に
質
問

し
、
先
輩
か
ら
の
親
身
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
た
。

【
１
月
以
降
の
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
】
※
詳
細
は
進
路
支
援

掲
示
板
な
ど
に
掲
示
。

▽
１
／
２２（
木
）「
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
準
備
セ
ミ
ナ

ー
」（
森
口
記
念
館
）

▽
２
／
５（
木
）「
就
活
直
前

セ
ミ
ナ
ー
①
～
成
長
す
る
会

社
、
危
な
い
会
社
の
見
分
け

方
～
」（
森
口
記
念
館
）

▽
２
／
１４（
土
）
・
１５
（
日
）

「
就
職
活
動
総
合
セ
ミ
ナ

ー
」
（
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
、
申
込
制
）

▽
２
／
２６（
木
）「
就
活
直
前

セ
ミ
ナ
ー
②
～
合
同
企
業
説

明
会
の
歩
き
方
～
」
（
森
口

記
念
館
）

▽
３
／
６（
金
）、１０
（
火
）、

１７
（
火
）
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
合
同
企
業
説
明

会
）
」
（
６
日
∥
仙
台
ア
エ

ル
、
１０
日
∥
石
巻
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
、
１７
日
∥
石
巻
専
修

大
学
）

米
国
の
「
テ
イ
ラ
ー
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
追
悼
基
金
」
か

ら
本
学
に
図
書
と
本
棚
が
寄

贈
さ
れ
、
１２
月
２
日
に
寄
贈

式
が
行
わ
れ
た
。
同
基
金
は

石
巻
市
内
の
小
・
中
学
校
で

英
語
を
教
え
、
東
日
本
大
震

災
で
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
亡

く
な
っ
た
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
（
米
国
・
バ

ー
ジ
ニ
ア
州
出
身
）
の
遺
志

を
継
ぎ
設
立
さ
れ
、
被
災
地

の
学
生
や
子
供
た
ち
へ
の
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

式
に
は
同
基
金
を
設
立
し

た
テ
イ
ラ
ー
さ
ん
の
ご
両
親

・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
妻
が
来

学
し
、
坂
田
隆
学
長
に
「
テ

イ
ラ
ー
文
庫
」
の
目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。
本
棚
を
製
作
す

る
木
工
作
家
の
遠
藤
伸
一
氏

も
出
席
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫

妻
か
ら
は
、
村
上
春
樹
の
大

フ
ァ
ン
だ
っ
た
テ
イ
ラ
ー
さ

ん
の
日
本
や
石
巻
に
対
す
る

熱
い
思
い
が
伝
え
ら
れ
、
坂

田
学
長
は
「
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
文
庫
を
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

ま
た
、
同
基
金
か
ら
は
テ

イ
ラ
ー
さ
ん
の
母
校
で
あ
る

ラ
ン
ド
ル
フ
・
メ
イ
コ
ン
大

学
（
米
国
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

ア
シ
ュ
ラ
ン
ド
）
と
の
交
流

事
業
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

基
金
を
活
用
し
て
両
校
の
学

生
ら
を
相
互
に
派
遣
す
る
も

の
で
、
岡
野
知
子
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
を
交
え
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

基
礎
理
学
科
・
鳴
海
研
究

室
（
指
導
∥
鳴
海
史
高
准
教

授
）
の
川
又
千
紘
さ
ん
（
理

工
４
・
秋
田
県
花
輪
高
∥
写

真
）
が
「
化
学
系
学
協
会
東

北
大
会
」
（
主
催
∥
公
益
社

団
法
人
・
日
本
化
学
会
東
北

支
部
）
で
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

を
受
賞
し
た
。

同
大
会
は
、
物
理
化
学
や

有
機
化
学
な
ど
の
７
部
門
に

つ
い
て
、
学
生
や
大
学
院
生

ら
が
自
ら
の
実
験
の
成
果
を

ポ
ス
タ
ー
形
式
で
報
告
す
る

も
の
で
、
今
大
会
に
は
約
３

８
０
人
が
参
加
し
た
。

川
又
さ
ん
は
約
１
２
０
人

が
参
加
し
た
有
機
化
学
部
門

で
「a

n
t
i- O

,
O
'-

ビ
ス
（
カ

ル
ボ
キ
シ
メ
チ
ル
）- p-

t
e
r
t-

ブ
チ
ル
カ
リ
ッ
ク
ス

［
４
］
ア
レ
ー
ン
の
Ｈ
Ｐ
Ｌ

Ｃ
用
不
斉
固
定
相
へ
の
応

用
」
に
つ
い
て
発
表
。
医
薬

品
な
ど
の
開
発
に
お
い
て
重

要
な
鏡
像
異
性
体
の
分
離
に

関
す
る
研
究
を
行
い
、
そ
の

過
程
を
ま
と
め
た
。

「
ポ
ス
タ
ー
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
悩
み
ま
し
た
が
、
良
い

も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
就
職
が
内
定

し
て
い
る
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

で
も
、
こ
の
経
験
を
生
か
し

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

第
４４
回
東
北
地
区
秋
季
女

子
学
生
弓
道
大
会
の
Ⅱ
部
リ

ー
グ
戦
（
１０
月
２４
～
２６
日
、

秋
田
大
学
手
形
キ
ャ
ン
パ

ス
）
で
本
学
弓
道
部
が
健

闘
。
３
勝
１
敗
で
準
優
勝
を

果
た
し
た
。

リ
ー
グ
戦
は
５
校
に
よ
る

総
当
た
り
戦
。
各
校
３
人
が

出
場
し
各
人
１２
射
、
計
３６
射

の
的
中
数
を
競
う
。
本
学
は

初
戦
で
山
形
大
学
に
競
り
勝

つ
も
、
２
戦
目
で
福
島
大
学

に
敗
戦
。
し
か
し
秋
田
大

学
、
岩
手
県
立
大
学
に
連
勝

し
、
Ⅱ
部
で
初
め
て
３
勝
を

挙
げ
、
過
去
最
高
と
な
る
好

結
果
を
残
し
た
。

団
体
戦
の
的
中
数
に
よ
る

個
人
戦
で
は
、
４８
射
３０
中
で

と
も

よ

石
田
公
葉
さ
ん
（
人
間
２
・

岩
手
県
岩
谷
堂
高
）
が
優

勝
。
氏
家
萌
さ
ん
（
理
工
３

・
山
形
県
寒
河
江
高
）
が
準

優
勝
と
上
位
を
独
占
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｕ
ム
ー
ビ
ー

Ｈ
Ｐ
で
公
開

石
巻
専
修
大
学
を
動
画
で

紹
介
す
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ム
ー
ビ

ー
」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
さ
れ
た
。
11
月
25
日
か
ら

Y
o
u
T
u
b
e

公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
配
信
さ
れ
て
お
り
、
在

学
生
が
本
学
を
選
ん
だ
理
由

や
魅
力
、
将
来
の
夢
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
今
後

も
在
学
生
の
活
動
や
大
学
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
随
時

公
開
し
て
い
く
。
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
左
側
の
「
石
巻
専
修
大

学
×Y

o
u
T
u
b
e

」
か
ら
視
聴

で
き
る
。

▲

真
剣
な
様
子
で
先
輩
た
ち

の
体
験
談
を
聞
く
３
年
次

生
た
ち

鳴海研究室の川又千紘さん（理工４）

化
学
系
学
協
会
東
北
大
会

進路ガイダンス

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

食べて応援しよう！賞

「サバだしラーメン」石原ゼミ開発の取り組み「サバだしラーメン」石原ゼミ開発の取り組み

３年次生
対 象 に

東
北
地
区
秋
季
女
子
学
生
弓
道
大
会

Ⅱ
部
リ
ー
グ
戦
で
準
優
勝

「
テ
イ
ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
追
悼
基
金
」か
ら

ＦＡＮアワード２０１４

図書と本棚贈られる

▲ 石田さん（左から２人目）、氏家さん（中央）

を中心に好成績を残した女子団体のメンバー

▲

受
賞
を
喜
ぶ
石
原
教
授

（
左
端
）
ら
出
席
者
一
同

（
展
示
会
で
）
。
左
か
ら
２

人
目
が
叶
ゼ
ミ
長

「
カ
ッ
プ
め
ん
」
全
国
発
売

▶

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
妻
（
左
の
２
人
）
か
ら

坂
田
学
長
に
目
録
が
渡
さ
れ
た
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